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岡 山 農 場 水 田 部 門
ポット式成苗による機械田植方式と従来から
の乾田直播栽培の比較試験は2年目を終った｡
水田地力の増進,優良品種の導入,栽培技術の
向上などをとおして良質米の生産性を高め,コ
ストダウンをはかる研究はまだ緒についたばか
りの段階であるが,試験結果を検討し報告した
(本報告,試験研究P1-4参照)｡また本年
度は農学特別実習をこの試験の中で行い,学生
に移植と直播の栽培方法の異なった水稲につい
て,生育および収量の調査をとおして生態的な
特徴を裡解させるとともに一貫した栽培技術を
体得させた｡
前年度より導入した水稲優良品種コガネマサ
リは,本年度も水田部門の主要品種として生産
笥1表 栽 培 面 積
性向上試験を行った｡水稲の安定多収,智力の
技術として水田部門で継続して試験を行なって
きた乾田直播栽培の本年度の収量は,縞葉枯病
の多発などもあってコガネマサリの収量は411.5
-417.2kg/10aと岡山県平均水稲収量485kg
/10aを大巾に下廻った｡またアケボノを用いた乾田
直播栽培では462.2kg/10aとコガネマサリよ
り高い収量であった｡一方,コガネマサリ,ア
ケボノ,日本晴の水稲3品種を供試して行った
ポット式育苗による機械移植栽培と乾田直播栽
培の収量を比較すると本年度は移植栽培の収量
が直播栽培を大巾に上廻っており (本報告,読
験研究P1-4参照),今後の継続した検討が
必要である｡
作 物 品 種 試 験 内 容 圃 場 面 積 (a)
水 稲 コガネマサ リ 直播栽培 (生産性向上試験)
コガネ マサ リ 同 上
ア ケ ボ ノ 同 上
日 本 晴 作物学研究室水稲試験
ア ケ ボ ノ 機械移植 ｡直播 (比較試験)
コガネマサ リ 同 上
日 本 晴 同 上
第 2表 栽 培 の 概 要
作 物 圃 場 品 種
?
?
?
?
??
?
??
??????
??
?
????
施肥 量 kg/10a
播 種 期 様式 ik$51慧 N P205 K20
水 稲 1号 田 コガネマサリ
2号 田 コガネマサ リ
3号 田 ア ケ ボ ノ
3号 田 日 本 晴
学外水田 ア ケ ボ ノ
学外水田 コガネマサリ
学外水田 日 本 晴
4月26日
4月27日
4月27日
4月27日
?
?
??
??
??????? ?????
?
?
?
?
???????????? ?? ?? ?? ?? ?????????????? ?
?
?
?
???????? ? ?
10月11日
10月 5日
10月19日
10月 2日
13.3 12.8 13.4 10月24日
13.3 12.8 13.4 10月18日
13.3 12.8 13.4 10月18日
笥 3表 は 場 別 収 量
品 種 は 場 精玄米重 (kg/10a) 屑 米 垂(kg/10a)
コガネマサ リ
コガネマサ リ
ア ケ ボ ノ
ア ケ ボ ノ
コガネマサ リ
日 本 晴
??
???
?
?
??????
?
????
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果 樹 部 門
昭和59年度は好天に恵まれ各作物ともほぼ順
調な生育を示したが,夏期高温すぎたため着色
不足や生理障害もみられた｡2号園はネット被
覆を継続した｡3号園は トンネル被覆を廃止し
た｡また従来から着果不良であったキャンベル
の台木試験用一文字整枝樹を伐倒 し,60年 3月
キウイを定植した｡
1号モモ園 :わい性台樹は枯死するもの,穂
木品種の白根が出るものなどのため生育の乱れ
が激しくなった｡2号園が完成ししだい改植す
る予定である｡共台樹は数年来夏期勇定を実施
している｡収量は3,580kg/18a(販売実績 )
で品質もよかった｡
1号カキ園 :平核無の2本主枝樹は樹勢がお
う盛で間伐の必要がある｡補植用に育成した主幹
形樹は樹形良好で作業も容易であるため今後こ
の方式を採用する予定である｡松本早生,西村
早生,西条はやや樹勢が弱い｡収量は 1,700kg
/17aで対前年比2割増であった｡
2号モモ園 :山陽水蜜 (主幹形ユスラウメ台
樹,3年生,3.3mX2.0m/樹)は76,5果/樹,
平均果電 176gでやや小異ではあったが糖度
12.80,収量 564kg/42樹 (約 2t/10a)と若
樹としては好成績を上げた｡その他のモモは接
木 1年目で,八幡白鳳,駐活水,白桃はほぼ良
好な生育であったが清水白桃は枯死,生育不良
樹が目立った｡
2号 リンゴ園 :平均果垂はつがる255g,ジ
ョナゴールド322g,ふじ275gといずれも大
きかった｡つがる,ジョナゴ- ルドではゴム病
が多発した｡販売数量は360kg/17aであった｡
3号キャンベル園 :本年もブドウ狩りを実施
した｡概算収量は5,200kg(販売量4,500kg)
/35aで昨年比 2割減となった｡なおこれまで
ほとんど着果しなかった台木品種試験用樹を伐
倒し,60年 3月キウイ苗木を定植した｡
4号園 :いずれの品種も昨年よりやや減収で
あったが着色以外の品質は良好であった｡収量
は巨峰 1.2t/6a,スーパー1.3t/6a,ベ- リ
ーA2,5t/12a,ヒロハン1.3t/6a,その他ピ
オーネ114kg,紅富士 20kgであった｡ なお
ビオ-ネ3樹のうち1樹のみは本年においても
着色が良く,現在挿木で白根苗を育成中である｡
旧カキ園:宿舎用地として移管されたため本年
度の活用が最終となった｡従って着果量を増し
たためやや小果となったが収量は4.8t/10aと
最高を示した｡
果樹見本園 :ウメ93kg,ユズ47kgが収穫
された｡ウメは小梅で双子異が多く,ユズは小
異であった｡洋ナシ (ラ｡フランス)が初結実
した｡
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そ 栗 ◎ 花 き 部 門
昭和59年度における作付け作目および耕種概
要は下表に示 した通りで,大幅な変更点は無か
った｡すなわち,教育効果,収入,技官の労力
面などを考慮 して運営の中心は従来通り夏作の
果菜類に置き,これに秋作の葉菜類,冬作の施
設栽培を組合わせる形態をとった｡
本年度新しく行った試みとしてほ夏期休暇中
に実習圃場を公開し,-般社会人に果菜類の収
穫作業を体験 して貰ったことがあげられる｡最
近,社会人教育の必要性が言われ大学農場もそ
の一翼をになうことが要望されているが,参加
者はきわめて興味深く作物に接し,農業生産に
対する理解を深めたことは大きな収穫であった｡
今後とも農場運営や教育.研究に支障のない範
囲で.本農場の立地を生かしたこの催しを続け
たい｡
本年度の主要作目の収量をみると,夏作では
10a当りトマ ト3.7t,キュウリ7.2t,ナス5.6
tとなっており,昨年度より13-24%の減収
となった｡しかし.この減収は技術上の問題と
言うより,圃場整備工事に併って熟畑化してい
ない圃場の使用を余儀無 くされたことによるも
のである｡
昭和59年度 そ菜 ｡花き耕種概要
秋作では本年度から新しい作目として中国葉
菜 5種をとり入れた｡これらの中で消費者に好
まれ,また栽培面からも有望と思われたのはバ
クチョィ,タ-サイなどであった｡最近はこれ
らのはか,いわゆる--ブ類などの消費も一般
化 しつつあるため導入を試みる必要があろう｡
また,秋作ではハクサイの生育がきわめて良好
で 1株当り6kgに達するものもあったが,そ
の反面ゴマ症も多発 した｡このため商品とした
収量は10a当り4.6tと昨年を20%程度上回っ
たにすぎなかった｡
施設栽培関係七は朱邑系の電照ギク品種とし
て新たに t花秀芳'を試作 したが電照が効き難
い,花が樋邑し易いなどの欠点があって次年度
以降の栽培は止めることとした｡また,本年度
は電照ギクの摘心時期に関する実験を行い,過
当な切花長を確保するための摘心適期をほぼ掴
むことができた｡
EB年度から継続中であった三井造船 (秩)研
究所からの委託による温室の ｢潜熱型蓄熱槽｣
に関する研究は本年度までに一応の成果を得て
完了した｡
作 目 品 種 圃 場 面 積 は 種 目 収 量
トマ ト 強 力 米 寿
キュウリ 夏 秋 節 成 2号
ナ ス 長 者
サ トイモ え ぐ い も
ハクサイ 耐 病 60 日
中 国 菜 バクチョィ ｡はか
タマネギ 員塚 早生 ｡はか
?????
??
?
????
キュウリ 北 進 温 室
サラダ菜 岡 山 サ ラ ダ 菜 温 室
電照ギク 秀芳 の心 ｡はか どニ- ルハ ウス
??
?
?
?
?
?
? ?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
? ?
?
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3月14日 3,68k7g/10a
4｡13 7,204
3｡13 5,617
4｡23 841
8｡31 4,636
9. 3 3,950
9｡ 7 3,331
8｡17 2,187
Il° 5 1,127
8｡27 2,177本/a
州 作 ･ト :`リ ′-
昭和58年度未,南画場および西圃場の道路 ｡
排水路の整備が行われ,並行してスプリンクラ
ー用配管の敷設を行った｡農場の開設以来の懸
案であった圃場の整備に一歩接近したが,圃場
のかさあげ,土壌改良などこれからの課題は多
い ｡
第 1表 昭和59年度作物別耕種概要
栽 植 密 度 施肥塁 kg/10a
作 物 鴨 場 面積 品 種 株/a H l.基肥
a crlXcm N P205 1く20
-レイショ il_tis 15 男蔚いも.デ 400 少肥
工事に伴い,作付の変更,作期の移動を余儀
なくされた作目があり,生産量は前年をややう
わまわる程度であった｡しかし割愛地からの土
壌運搬,圃場の石出し｡均平などに力点を置く
ことができた｡
第 1表に昭和59年度作物別耕種概要を示した｡
収 量
播 種 El 定 植 El 収 穫 物 生 琵 亀
kg kg/10a
備 考
(春 作) シマ,メーク 100×25 (105)(75)(975)
イン,セ トユ 多肥
タカ (2LO)(15_0)(195)
3月2日 - 6月9El一･ 2,609 1,739
7月5日
カ ボ チ ャ 西3 20 近成えびす 148 168 120 156 4月16Ef - 7月98- 1.132 5661
450×150 (84) (6D)(78) 8月3E]
10OX30 3月26日 5月24E] 10月22EI ツJL/(4,260kg)
は飼料用
クイズ (枝E7_) 南2 7 タチスズナリ 1,000 21 100 121 6月21EJ
クマホマレ 80×125 (21) (100)(12D 7月 3El
トウモ.'コt/ 西2 15 アストロ-ン 238 16.0 160 160 5月14日
(未 熟) タム,モチク., lDOX42 (ltZも)(128)(128) 7月2Dtj
トウモロコシ 西4 5 スノーテント 14.9 128 128 7月8日
(ヤングコ-ン) 1号他 (128)(128)(128)
(秋 作) デ ジ マ 90×25 (105)(75)(975)
ダ イ ズ 繭2 3 クマホマレ 1000 21 100 12.1 6月 2日
タチスズナリ 90×125 (21)(100)(121) 7月3日
Ll.lLt'1,I.
9月11日- 300束 42g束
9月25E]
7月20日- 2,083本 1.389本 播種 ,-5月14･24日
9月21日 6月5･12日7月201]
8月31日- I.041* 521*
9月27日
カ ソ ラ ン 南1 8 早秋カンラン 333 186 140 182 7月12日 8月9E] 9月25Eト 1,905 2.382
120×50 (12,6)(90) (lL7) tO月23日
チドリ
15 夏蒔二月捲カ 333 2581 140 242 8月7日 9月13日 11月12日～ 3,109 2,073
ンラン 120×50 (126)(90)(117) 2月26日
湖水 チ ドリ
カ ブ 西3 5 耐病ひかり蕪 568 143 90 135 9月llE] - 10月25日- 557 1.1148
80×22 (98)(70) (91) 12月31El
タ イ コ ン 削 9 墓訟 歳大根 123真書5 (王冒≡)2(1g｡)(1喜2)2 9月1柑 ~ i謁 2351BB- 3･070 34117
バレインヨ 西5 87 セトユタカ 444 105 75 975 9月6日 - 11月6E卜 1,2668 1.L156
1日ヨ21日
?
??
?
?
?
?
‖
?
? ??
?
ハ ボ タ ン 南 1 3 銃りん 333 126 90 117 8月7日 9月 13日 11月12日- 126本 420本
紅りん 120×50 (126)(90)(117) 12月22日
チトリ
シ ュ ンギ ク どこ- 270m2大童春菊 150 100 100 9月18E]
ルハウ (112)(80)(1001
ス
イタリアン 旧西7 342 雪印エース 45kg/10a 58年
ライクラス
旧繭3 20 雪印エース 45kg/10a
21 サクラワセ 3kgハoa
10月12日
10月14El
59年
10月25日
エ ソ バ ク 硝2 10 大 豊 64 64 64 謂笥 1｡
ソ -/ カ ム 東1 23 -イカロ 3kg/10a 96 96 96 5月4日
ソルゴー
トウモt]コシ 担当4 20 パイオニアF 769
100×13 牛糞のみ
西5 6 パイオニア他
(三二γ ) 1701 110 168
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10月18日～ 117
1月12El
59年
5月1
∋
採 種
ll,857 乾草 (2,371kg)
457]1168Rd～J
60年 8,300 3.952 青刈り
4月25E]-
5月7日
謂 1柑 2.187 乾草 (437､【g)
7月6日-
8月29日 13690 5.952 青刈り
サイレージ
6月2日 一 9月 6
7月18日
哉熱期以降収鞄
5450 2▲096 サイレージ
I.
春作バレイショは品質的には問題はなかった
が収量は劣った (研究報告参照)0
カボチャも省力的な増収対策が課題である｡
ダイズ (枝豆)は本年も枝豆用品種を用いず
普通大豆とした｡労力配分の関係から一部早播
きとなり徒長して倒伏 した｡
カンショ作付圃場は盛り土 (10cm)し,地
下水位の低下をほかった｡匪l場の均平,石取り
など不十分なまま作付たが,収量,品質とも問
題はなかった｡
トウモロコシ (未熟)は播種期が遅れ.収量
は低かった｡収穫労力に問題があるが,一部d
般市民向けトウモロコシ狩りに供した｡ヤング
コ-ンはデントコーンを用いたが,食味に難点
があった｡
カンランは工事に伴う未改良圃場に作付けた
ため収量よりも地力向上に力点をおいた｡生食
向きの品種を加え,品種の多様化をほかった｡
カブ,ダイコンは播種床準備がJrB調で生育も
良好であった｡聖護院大根は販売にやや問題が
あった｡
秋作バレイショは品質が良好で販売はJrB調で
笥2表 昭和59年各月の気象 (岡山)
あったが収量的には改善の余地がある｡
ソバ (ソバ菜)は雨天の実習の好材料ではあ
るが,播種後の管理に労力的な問題を残した｡
ダイズは枝豆の採種を兼ねて生産しているが.
調整の労力に問題を残している｡
ハボタンはカンランの作業体系に組み入れて
栽培するため,省力的な花き生産であるが,梶
つきのまま多量に販売できる方法を開発する必
要がある｡
シュンギクはビニールハウスの有効利用と販
売所の品目多様化をはかるため,栽培 した｡
飼料作物としては,イタリアンライグラス,
エンバク,ソルガム,デントコーンを栽培した｡
青草換算生産量は約41tで.最近数年では最 も
少ない｡圃場の割愛,盛り土工事 (旧本館跡地)
によるものである｡今後飼料作物は輪作体系上
の重要作物としての意味を強めるものと思われ
る｡
簡2表に昭和59年の気象を示した｡2月と3
月の低温,5月以降の高温,7月以降の少雨な
どが特徴的であった｡なお,農学部気象観測装
置の露場として,圃場 100rn2 を提供した｡
平 均 気 温 (℃) 降 水 量 (ruTl)
1984年 平 年 1984年 平 年
1 2.8
2 2.3
3 5.6
4 13.3
5 18.9
6 23.8
7 27.7
8 29,1
9 23.6
10 17.0
11 12.5
12 6.7
年 〉 15.3
日照時間 (時間)
1984年 平 年
3.4 36.5 39A
4.1 45.5 47.6
7.1 59.5 71.9
13.1 120.2 120.2
17.6 124.3 124.3
21.6 188.3 188.3
25.9 73.5 187.9
26.9 49.0 100.4
22.7 80.0 163.1
16.3 43.5 93.9
10.7 27.5 55.9
5.7 28.5 30.0
14,6 876.3 1,222.9
161.9 155.2
179.8 150.7
192.8 184.2
194.3 187.8
256.5 208.5
169.5 166.4
208.3 193.0
262.4 226.4
172.1 166.7
191.8 177.0
177.8 164.4
163.2 155.9
2,330.4 2,136.2
岡山県気象月報 ｡岡山県の気象 (岡山地方気象台)による｡
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圃 場 番 号 につ い て
配管工事を経常費によって行ったQこれらに伴
い圃場番号を変更したので笥1図にその概略を
昭和58年度末に西圃場および南圃場において 示す｡
排水路および道路の整備が行われ,圃場区画が
一都変更されたO同時にスプリンクラー潅水用
第 1図 岡山大農学部附属農場西圃場
および南圃場番号図｡
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八 浜 農 場
成苗移植用の大型田植機 (みのる製乗用型8
条植)を導入して2年目の昭和59年度は,ビー
ル麦を栽培した跡地344aの中で牧草用畑地70
aを除き残り274aのすべてを移植栽培とした｡
水稲の栽培は移植栽培に乾田直播栽培431aを
加え705aで行った｡大面積の水田に導入した
大型田植機による成苗移植栽培の収量は昭和58
年度に続き本年度も従来から行われてきた乾田直
播栽培の収量を大巾に上廻った (岡大農場報告7,
5-7 (1984),同8,5- 7 (1985) 参
照)｡その原因については明らかでないが八浜
農場においては昭和40年以降大型農業機械を導
入して乾田直播栽培を続けており,大型農業機
械による作業は,土壌を圧密にするため,透水性
第 1表 栽 培 面 積
作 物 栽培様式 品 種
水 稲 直
水 稲 移
ソルガム 直
エンバク 直
ど-ル麦 直
が悪く,排水不良になって土壌の物理性を劣悪
化させ地力の低下をもたらしたため,直播栽培
の収量が伸びなやんだのに対し,移植による代
かき作業は地力の回復をもたらしたかも知れな
い｡今後直播栽培の水稲収量の向上対策の検討
が必要である｡
ビール麦の栽培についてはこれまで排水不良
による湿害と縞萎縮病の多発によって大巾な減
収を余儀なくされてきた｡しかし昭和58年度に
おいては,暗きょによる排水の効率を高めるよ
う留意するとともに,縞萎縮病の発生も低く抑
えることができたためこれまでで最高の収量が
あった｡
栽 培 圃 場 及 び 面 積 (a) 計 (a)
播 ア ケ ボ ノ 1号圃場 281 3号圃場 69 4号圃場81 431
植 ア ケ ボ ノ 2号圃場 158 5号圃場 64 6号固場52 274
播 -イカロソルゴ- 5号圃場 70 70
播 ハ ヤ テ 5号圃場 70 70
播 あ ま ぎ 2条 2号圃場 158 5号圃場 134 6号圃場52 344
簡 2表 栽 培 概 要
作 物 栽培様式 品 種
播 種 期 播 種 量 施 肥量 kg/10a
kg/10a N P205K20
水 稲 直
水 稲 移
ソンガム 直
ェンバク 直
ビール麦 直
播 ア ケ ボ ノ 4% 32B5苗 6･0 1314 11･4 13･6
植 ア ケ ボ ノ 5月15日 2.7 11B 9.6 13.4
播 -イカロソルゴ- 6月7日 5.0 8.1 ll.6 8.1
播 ハ ヤ テ 8% 93B.6 8･0 11･5 16･4 11･5
播 あ ま ぎ 2条 11P2閑 古 15.0 11･4 9･1 11･4
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〜?〜?〜?〜?〜??
? ?
?
?
?
? ?
?
? ?
?
?
? ?
?
? ?
?
? ?
?
? ?
?
?
?
? ? ?
?
? ?
?
?
?
?
?
笥3表 水稲防除作業内容
処 理 薬 剤 名
除 草 剤 サ タ ー ン 乳 剤
D C P A 乳 剤
D C P A 乳 剤
D C P A 乳 剤
D C P A 乳 剤
ア ビ ロ サ ン 粒 剤
サ ン バ ー ド 粒 剤
サ タ ー ン 粒 剤
殺虫 ｡殺菌剤 ダ イ シ ス ト ン 粒 剤
ダ イ バ イ 粒 剤
パ プ サ ンサ イ ド粉 剤
ヒノバプサンサイ ド粉 剤
1,3,4号田直播 2,5,6号田移植
使用量 /10a 月日 使用量 /10a 月 日
1,000m1 5/7
700m1 5/7
700m1 5/21
750m1 6/4
560m1 6/18
4kg 6/29 4kg
4kg
4.5kg 6/29
6kg 5/ll
6kg
3kg 8/10 3kg
4kg 9/13 4kg
??
? ? ?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
注 6月29日使用の除草剤の内容はアビロサン粒剤 ;1号田 (120a),2号田 (120a),
3号EE],5号軌 サンバード粒剤 ;2号田 (40a),サターン粒剤 ;1号田 (160a)である.
笥4表 作 物 別 収 量
物 品 種 収
水 稲 ア ケ ボ ノ
ソ ル ガ ム ハ イ カ ロ ソル ゴ ー
ビ ー ル 麦 あ ま ぎ 2 条
エ ン バ ク ハ ヤ テ
注 ビール麦は昭和58年度産｡
水稲 .ビール麦は種子用を含む｡
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量 kg/10a
津高牧場
当牧場は従来から,場内産の雄子牛は全部肥
育して枝肉出荷 し,雌子牛は後継用に育成する
もののはか,余剰の子牛を生体で子牛市場に出
荷する方針をとってきた｡しかし,昭和58年度
には濃厚飼料費の支出がかさんで,大幅な赤字
経営に陥ったため, この反省からこれを運転し,
雄子牛を生体で市場出荷,雌子牛を全頑百成し
て繁殖に供用し,不妊の雌牛を短期肥育して枝
肉市場に出荷する方針に転換を行った｡これは,
およそ次のような理由によっている｡
① 濃厚飼料多給の去勢牛肥育方式は現金支出
が多過ぎて,農場予算の現方式のもとでは採
算が合いかねること｡
㊤ 子牛相場の低迷する現状では,雌子牛が特
に割安で,去勢子牛を出荷する方が収入額を
高められること｡
㊥ 雌子牛を全頑育成して繁殖に供することは,
当牧場の宿命的欠陥である繁殖障害をカバー
簡 1表 昭和59年度飼育牛異動状況
する効果のあること｡
④ 粗飼料主体で育成された雌牛は短期間の濃也
厚飼料給与で枝肉出荷できるため,現金支出
が少ないこと｡
この方針変更を反映した昭和59年度の飼育牛
異動は笥 1表のとおりである｡すなわち,雄 8
去勢の育成牛から肥育牛への振替は1頑もなく,
去勢子牛 ｡育成牛の売去佃i20頑に及んでいる｡
笥2表はその生体販売牛の内訳であるが,高梁
一般市場へ出荷した12頭は,当初場内で肥育出
荷する予定であったものを,方針の変更に伴な
って,肥育もと牛のままで出荷したものである｡
従って,ほとんどの牛が除角してあり,また粗
飼料主体で育成してあったため,日令体重が低
く,そのため日令の割にも体重の割にも販売価
格は安かった｡
枝肉出荷牛は第 3表のとおり,去勢 7頑,め
す10頑であった｡このうち,哉58号は股関節脱
雌 雄 ｡去 勢 合 計
子 牛 育成牛 繁殖牛 肥育牛 子 牛 育成牛 肥育牛
59. 4.1現 在 10 6 47 1 14 6 13 97
冨 増 芸 芸 7 6 139 4 9 9 31
異 振 替 9 4 9 9 31
動 滅 へ い 死 1 1
売 却 1 1 3 5
59.10.1現 在 8 11 41 9 10 12 13 104
期 生 産 4 ll 15増 購 入 1 1
間輿 振 替 6 5 4 6 226 5 4 6
動 滅 へ い 死 l l 2
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笥2表 昭和59年度子牛,育成牛販売成績
販 売 耳 標 生 年 生 後 体 重 日 令 せり落 kg当り 母 父 牛
日 令 体 重 価 格 単 価
年月日 番 号 月 日 名 号(日 ) (kg) (kg/日) (千円) (円座g) 早
59.9.26 赤210 59.1.5 265 255 0.962 218 855 81 簡 8正 花
〝 赤211 59.1.7 263 265 1.008 238 898 24 笥 11糸 谷
〝 赤213 59.1.23 247 270 1.093 245 907 71 糸良 2米※
〝 赤216 59.2.5 234 245 1.047 254 1,037 14 笥12東治国
59.ll.6 白31米 58.3.14 603 365 0.605 294 805 8 守 林
N 白32)に 58.3.19 598 339 0.567 270 796 15 笥 11糸 谷
N 自33米 58,4.19 567 385 0.679 299 777 73 仙 守 3
〝 自34米 58,4.26 560 374 0.668 297 794 19 第 11糸 谷
N 白35米 58.7.8 487 291 0.598 222 763 79 笥 8正 花
N 白36米 58.7.27 468 305 0.652 228 748 53 守 林
〝 自37)に 58.8.14 450 334 0.742 253 757 ll 笥 1片 山
〝 白38米 58.8.22 442 304 0.688 206 678 82 糸良 2米米
N 白39米 58.8.25 439 369 0.841 289 783 36 藤 岩
N 白4肺 58.10.5 398 299 0.751 232 776 29 笥 11糸 谷
〝 自41米 58.10.9 394 326 0.827 253 776 80 仙 守 3
〝 白42※ 58.12.3 339 287 0.847 211 735 84 笥 1片 山
59.12.7 赤218 59.2.26 285 275 0.965 147 535 69 仙 守 3
赤219 59.3.18 264 235 0.890 146 621 39 笥 8正 花
赤220 59.3.26 256 270 1.055 219 811 61 仙 守 3
赤221 59.3.30 252 215 0.853 132 614 86 簡 1片 山
光 背成年を高梁一般市場に出荷,他は津山子牛市場に出荷,いずれも黒毛和種去勢牛
米米津高牧場産雄牛 (無登録)
臼で起立不能となった繁殖牛を病畜扱いで出荷
したもの,また,白23号も肥背中に関節の故障
により起立不能となって緊急出荷したものであ
る｡-般に,枝肉相場の低迷のために枝肉単価
が安い｡とくに雌牛の場合は4-5か月の短期
肥育で出荷 しているため,全頭が ｢報｣にしか
格付けされず,単価もほとんどが 1,200円台で
あった｡
津高牧場の昭和59年度における出来事として
は,岡山新空港建設に伴なう用地の交換,及び,
これに便乗して残土による湿地の埋立てを行っ
たことをあげなければならない｡岡山新空港は
当牧場の隣接地に建設中であり.牧場用地の一
部が接収されることとなった｡牧場としては,
東側の隣接地にはば等面積の草地と環境保全林
を造成してもらい交換することで了解,昭和59
年11月に簡1図に示すような用地交換が成立 し
た｡また,空港工事に伴なって水系が変わり,
水害の危険性がなくなった谷を,工事中の残土
で埋立て,従来の湿地帯を人工草地にする計画
が実現 して,笥1図に示す地域が急傾斜地から
ほぼ平坦な草地に生まれ変った｡これらの工事
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笥 3表 昭和59年度枝肉販売成績
と 殺 耳標
年月日 番号
品 種 出荷時 水引枝 枝 肉 枝肉 枝 肉 売 上 生 体
内重量 歩 止 単 価 金 額 単 価
性 別 体 重 (kg)
59,8.-30 黄 58米栄 黒めす 356 184.5
5910.17 白18 黒 去 678 416.2
〝 白19 〝 320 185.0
〝 白20 〝 596 376.6
〝 白21
〝 白22
59.10.24 董 37
〝 哉 53
〝 哉 66
〝 哉 79
･′ 黄82
60.2.20
//
′′
//
60.2.22
〝 639 399.8
〝 573 350.9
黒めす 546 310.3
〝 519 309.3
W 355 202.8
〝 576 350.9
〝 507 290.5
??
??
?
? ?
??
? ????
??
?
?
?
?
408 250.4
421 255.4
562 362.2
389 248A
(%) 規格 (円/kg) (千円) (円/kg)
51.8 外 700 121.2 340
61.4 中 1,620 661.1 975
57.8 外 915 171.1
〔 ?
??
????
59.5
57.1
60.9
57.2
61.4
60.7
64.4
63,9
485 291.5 60.1
60.3.15 日24 〝 464 277.1 59/7
米 未経産めす牛 米米 病畜扱緊急出荷
によって,機械作業の可能な平坦草地の面積が
大幅に増加 し,将来,集約的な生産方式によっ
て,粗飼料生産量を大幅に向上する基盤が作ら
れた｡ただし,これらの新造成地は地力が不充
分なため,1-2年は充分な生産力を期待しえ
ない｡従って,当面は粗飼料生産量がかえって
低下することも覚悟せねばならないであろう｡
毎号にわたって述べてきた当牧場の繁殖障害
はまだ解決していない｡しかし,昭和58年から
????? ????? ?? 〔???
?
?
?
?
?
?
?? ???
?
371.6 681
392.5 756
??????? ??〔 ??〔??
601
764
725
728
765
793
794
629
760
京都大学と共同で放牧牛の血中ミネラルの研究
を実施してきたところ,血中リン酸が放牧期に
著しく低下することが,最近明らかとなり,こ
の繁殖障害がリン酸欠乏による可能性が生まれ
てきた｡リン欠乏による繁殖障害は諸外国では
古くから知られていたが,わが国では全く未発
見である｡現在,少数の育成牛を使って,リン
酸投与試験を開始したところで,今後の研究発
展が期待される｡
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笥1図 空港設置に伴なう交換地と埋立地の略図
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本 島 農 場
1984年 2月の寒波により約10cm の積雪を 橘類は小玉となった｡特に早生温州は着果不足,
みた｡このためビニールハウス1棟が破損 し, 小玉となりほとんど収穫されなかった｡一方,
導入した柑橘新品種を中心に寒害を受けた｡続 甘夏カンは結実はよかったがやや小玉であった｡
く夏期の好天では用水が不足し,濯水不足で柑
本島農場の生産
品 種
?
?
?
?
?
??
??
?
?
?
?
??
?
??
?
?
??
?
????
昭 和 58年 度 昭 和 59年 度
生 産 量 金 額 生 産 量 金 額
6,050kg 384,000円 2,100kg 170,700円
1,557 112,600 2,783 214,100
13 2,600
180 22,350
68 15,600
6･6 8,700
25 5,000
11.5 2,300
1I.8 5,900
??????
キョウチクトウ
マ サ キ
エ ニ シ ダ
ノヾ●ン ノヾ ス
ア カ シ ア
モ ク マ オ ー
ブ ラ シ ノ キ
ユ ー カ リ
15 1,480
210 15,700
210 27,500
19 3,500
30 7,000
26 2,600
0 0
150本 2,280
100 320
450 4,760
i,300 9,160
5,400 106,080
3,800 78,080
10,100 9,920
2,050 28,520
550 2,520
50本 600
0 0
0 0
750 10,920
4,650 58,680
250 5,400
100 400
1,050 10,400
150 1,800
苗 木 ツ ツ ジ
ツ バ キ
ツ ゲ
110本 20,000
54 25,000
220 31,000
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